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７
月
17
日
、
仙
台
地
本
会
議
室

で
「
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
東
北
本

部
第
37
回
定
期
委
員
会
」
を
開
催

し
、
来
賓
を
含
め
総
勢
35
名
が
結

集
し
ま
し
た
。
一
年
間
の
た
た
か

い
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
「
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
動
宣

言
」
と
「
バ
ス
東
北
本
部
緊
急
提

言
」
を
実
践
し
、
職
場
か
ら
の
た

た
か
い
を
基
礎
に
「
安
全
・
健
康

・
ゆ
と
り
・
働
き
が
い
」
の
あ
る

職
場
を
つ
く
り
出
し
、
こ
れ
以
上

の
人
材
流
出
を
防
ぎ
組
合
員
と
そ

の
家
族
の
生
活
を
守
る
た
め
、
更

な
る
労
働
条
件
の
改
善
を
め
ざ
し

取
り
組
む
運
動
方
針
を
満
場
一
致

で
確
認
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
委
員
か
ら
は
、
24
春

闘
と
夏
季
手
当
の
た
た
か
い
や
労

働
条
件
改
善
の
成
果
と
課
題
、
要

員
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
職
場
現

状
、
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
等

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
加
入
し
た
組
合
員
か
ら
は
、

「
一
人
で
文
句
を
言
っ
て
い
て
も

何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
労
働
組
合

の
必
要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
バ
ス
東
北
で
は
、
21
春
闘
で
の

定
期
昇
給
カ
ッ
ト
や
コ
ロ
ナ
禍
で

の
収
入
減
な
ど
に
よ
り
多
く
の
退

職
者
が
生
じ
、
各
箇
所
に
お
い
て

深
刻
な
要
員
不
足
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
人
材
の
確
保
・
定

着
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
総
合
労
働
条
件
改
善
の

た
た
か
い
を
つ
く
り
出
し
て
き
ま

し
た
。

　
昨
年
の
年
末
手
当
の
支
給
額
に

お
い
て
満
額
回
答
、
24
春
闘
で
は

過
去
最
高
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
、
夏

季
手
当
で
も
最
高
の
支
給
率
へ
と

繋
が
っ
た
の
は
、
ま
さ
し
く
職
場

か
ら
の
声
を
訴
え
続
け
て
き
た
組

合
員
の
た
た
か
い
の
成
果
で
す
。

し
か
し
、
バ
ス
業
界
全
体
で
も
乗

務
員
不
足
が
深
刻
に
な
る
中
で
要

員
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
更
な

る
賃
金
の
底
上
げ
と
労
働
条
件
の

改
善
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
た
た
か
い
の
成
果
と
課
題
を
明

確
に
し
、
職
場
運
動
を
強
化
し
て

い
く
こ
と
を
参
加
者
全
員
で
確
認

し
ま
し
た
。

　
バ
ス
東
北
本
部
は
、
「
抵
抗
と

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
基
軸
に

「
や
る
べ
き
こ
と
は
や
り
、
言
う

べ
き
こ
と
は
言
う
」
と
い
う
変
わ

ら
ぬ
姿
勢
を
こ
れ
か
ら
も
貫
き
、

安
全
・
安
心
な
職
場
を
つ
く
り
出

す
た
め
に
、
組
織
強
化
・
拡
大
の

実
現
に
向
け
て
全
組
合
員
で
奮
闘

し
て
い
き
ま
す
。

　
７
月
１
日
、
本
部
会
議
室
に
お

い
て
「
Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
本
部
第
38

回
定
期
委
員
会
」
を
総
勢
45
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
期

委
員
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動

を
休
止
し
て
い
た
Ｊ
Ｒ
東
労
組
バ

ス
関
東
本
部
О
Ｂ
会
か
ら
２
名
の

出
席
も
あ
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気

で
開
会
を
迎
え
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
の
発
言
で
は
「
車
両

整
備
従
事
者
の
離
職
に
よ
り
一
人

あ
た
り
の
労
働
実
感
が
増
加
し
て

い
る
。
整
備
管
理
者
と
し
て
の
業

務
量
が
多
く
、
ミ
ス
が
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
」「
館
山
支
店
に

お
け
る
房
総
菜
の
花
号
バ
ス
運
行

時
間
内
の
窓
口
閉
鎖
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
の
か
」
等

の
要
員
問
題
を
背
景
と
し
た
切
実

な
声
と
、「
ス
カ
ニ
ア
車
の
路
上

故
障
が
多
い
」「
管
理
の
受
委
託

で
は
な
く
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
運
行
に

す
る
根
拠
は
何
か
」
等
の
安
全
問

題
に
関
す
る
意
見
が
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
全
国
的
に
路
線
バ
ス
会
社
の
運

転
士
不
足
・
車
両
整
備
従
事
者
不

足
が
問
題
と
な
る
中
、
バ
ス
運
転

者
の
改
善
基
準
告
示
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
休
息
時
間

の
確
保
や
拘
束
時
間
の
短
縮
が
図

ら
れ
た
一
方
、
運
転
士
不
足
を
背

景
に
し
た
運
行
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し

に
よ
る
運
行
本
数
の
減
便
・
廃
止

が
進
ん
で
い
ま
す
。
定
期
委
員
会

で
は
「
バ
ス
労
働
者
全
体
の
賃
金

の
引
き
上
げ
や
労
働
条
件
改
善
を

行
い
、
若
い
世
代
で
バ
ス
運
転
士

に
な
り
た
い
、
車
両
整
備
従
事
者

に
な
り
た
い
と
希
望
す
る
人
材
を

増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
等
の
声
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
報
道

さ
れ
る
ほ
ど
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
回

復
し
、
バ
ス
関
東
会
社
は
約
４
年

ぶ
り
と
な
る
３
億
９
３
０
０
万
円

の
営
業
黒
字
を
達
成
、
業
績
は
コ

ロ
ナ
禍
と
比
べ
て
回
復
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
55
歳
の
減
額
制
度
は
廃
止
に
な

っ
た
も
の
の
57
歳
時
の
減
額
制
度

は
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
本
部
は
引
き
続

き
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
ひ
た
向
き
に

増
収
に
貢
献
し
続
け
る
組
合
員
に

寄
り
添
い
、
一
年
間
の
成
果
と
課

題
を
議
論
し
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
旗
の

も
と
で
さ
ら
に
結
集
軸
を
増
や

し
、
仲
間
と
共
に
組
織
強
化
・
拡

大
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と
を
意
思

統
一
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
本
部

 

第
38
回
定
期
委
員
会

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス
東
北
本
部

 

第
37
回
定
期
委
員
会

役 職 氏 名 分 会

議 長 井上 一宏 バス東京分会

副 議 長 押元 匡史 バス東京分会

副 議 長 黒岩 和樹 バス小諸分会

事 務 長 三瓶 嘉則 バス千葉分会

常任委員 岡　 修司 バス佐野分会

常任委員 根本 竜太郎 バス伊那分会

常任委員 熊谷 雅之 バス東京分会

常任委員 田中 和哉 バス千葉分会

会計監査員 森　 進 バス佐野分会

会計監査員 木村 慎吾 バス土浦分会

ＪＲバス関東本部　2024 年度役員体制（敬称略）

　
６
月
23
日
〜
24
日
、
山
形
県
庄
内
町

の
余
目
ホ
テ
ル
に
て
11
名
参
加
の
も

と
、
「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
文
芸
部
第
33
回
総

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
開
催
前
に
２
０
０
５
年
に
発
生

し
た
羽
越
本
線
列
車
事
故
の
慰
霊
碑
に

足
を
運
び
、
献
花
と
黙
祷
を
行
い
、
安

全
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
近
藤
部
長
か
ら
「
融
合

と
連
携
」
の
会
社
施
策
や
安
全
問
題
に

つ
い
て
語
ら
れ
、
文
芸
部
の
ペ
ン
の
力

に
よ
っ
て
自
ら
の
思
い
を
表
し
て
い
こ

う
と
提
起
さ
れ
、
文
芸
部
活
動
に
つ
い

て
の
議
論
や
、
近
況
な
ど
を
報
告
し
合

い
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
酒
田
の
地
を

訪
れ
、
土
門
拳
記
念
館
、
山
居
倉
庫
、

酒
田
港
、
本
間
家
旧
本
邸
を
見
て
回

り
、
酒
田
の
歴
史
や
文
化
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
今
総
会
に
は
、
２
名
の
仲
間
が
初
参

加
を
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
新
た
な
部

員
拡
大
と
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
く
楽

し
い
文
芸
部
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い
き

ま
す
！ ペ

ン
の
力
で
安
全
や
施
策
へ
の
思
い
を
表
す
！

 

文
芸
部
　
第
33
回
総
会

JR東労組
第29回軟式野球大会
開催日：９月18日（水）～ 19日（木）
場　所：石川スポーツグラウンドくろいそ
　　　　（那須塩原駅下車、車で約10分）
参加費：１人あたり16,000円

JR東労組サークル協議会
第35回定期総会
開催日：８月20日（火）13:15 ～
場　所：JR東労組東京地本会議室

参加報告は７月31日（水）までに
本部サークル担当までご連絡ください！

参加報告は８月30日（金）までに
本部サークル担当までご連絡ください！

役 職 氏 名 分 会

議　　長 佐藤 秀一 バス白沢分会

副 議 長 沼崎 直人 バス盛岡分会

事 務 長 高橋 賢一 バス福島分会

事務次長 佐川 慎也 バス白沢分会

常任委員 斎藤 浩樹 バス仙台分会

常任委員 木立 貴信 バス七北田分会

常任委員 藤田 雅寛 バス青森分会

常任委員 小向 俊輔 バス白沢分会

常任委員 宍戸　 晶 バス白沢分会

会計監査員 高橋 雅之 バス青森分会

会計監査員 山岸 弘尚 バス福島分会

ジェイアールバス東北本部 2024年度役員体制
 （敬称略）


